
PETで診ながらの

放射線治療

Open-PETの開発

超高速画像再構成
アルゴリズム

（独）放射線医学総合研究所
分子イメージング手法を用いた疾患診断研究及び治療法開発・評価研究

従来PET
開放型

3mm分解能（頭部1mm）

2分で全身診断

閉鎖型

5mm～10mm分解能

全身診断に20分

Open-PET

感度と分解能を両立できる
DOI検出器（3次元検出器）

画像処理ボード（GPU）による計算で、

コストを抑え、リアルタイム再構成を実現

ポイント２
DOI検出器が開放化に

よる分解能低下を抑制

ポイント１
開放空間を断層像として3次

 
元画像化する画期的
アイディア

PETで診ながらのがん治療 全身同時診断
期待される応用例①

ＰＥＴ画像を見ながら腫瘍の部分のみを切除する。
・腫瘍部分を全て取り除くことができる。
・手術による侵襲が軽減する。

・がんの形状と悪性度

 

に応じて

 

照射線量を

 

きめる。
・呼吸性移動などのあ

 

る臓器を正確に治療
強度変調放射線治療

（ＩＭＲＴ）

創薬への展開

・マイクロドーズ試験
・動態の早い薬の薬効効果判定
・代謝の早い薬の薬効効果判定

期待される応用例③

粒子線がん治療装置

実用化までの主要マイルストーン

要素技術開発ステップ （Ｈ２３－Ｈ２4）
・高感度ＰＥＴ検出器の開発
・高速画像再構成技術の開発
・3D画像処理技術の構築

装置開発ステップ （Ｈ２５－Ｈ２７）
・人用Open-PETの開発

・リアルタイム画像構築
・3D眼鏡の開発

臨床応用ステップ （Ｈ２８－Ｈ３０）

・PETで診ながらのがん治療
・全身同時診断

「PETで診ながらの治療」や「全身の同時診断」を可能とする世界初の開放型ＰＥＴ「Open-PET」を開発する。

ポイント３
リアルタイム画像化

小型実証実験機を
開発中

これまで：

 

がんに正確に照射で

 

きているか確認する方法がない。 これまで：

 

手術中にがんを見

 

失うことも。周辺臓器への浸

 

襲が不安。

OpenPETで、がんを直接見なが

 

ら、また周辺臓器の機能を確認し

 

ながら、外科手術を行うことができ、

 

手術の精度を格段に向上。

これまで：

 

薬効や機能を計測す

 

PET診断は局所に限定されていた。

OpenPETで、全身の機能を同時

 

に計測することができ、薬効に加

 

え副作用の診断が可能に。

PETで診ながらの

外科手術

脳と全身のやりとりは
どうなっているのだろうか？

OpenPETで、ビームを可視化し、が

 

んを直接見ながら照射することで、安

 

心・確実な放射線がん治療を実現

期待される応用例②

文部科学省
早期診断・治療を可能とする技術、医療品、機器の開発
平成23年度概算要求額：

 

独立行政法人放射線医学総合研究所運営費交付金のうち、

 

分子イメージング手法を用いた疾患診断研究及び治療法開発・評価研究

 

にかかる経費830百万円の約25％

現在の状況

ＰＥＴ疾患診断プローブの開発 Open-PETの特性を最大限に活かせるプローブの開発

http://www1.jp.dell.com/content/products/compare.aspx/precn?c=jp&cs=jpgem1&l=ja&s=gem
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